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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、企業がおかれている「状態」、「状況」と、それらを考慮した「変革」プ
ロセスの組み合わせがどうIT投資効果につながるかを明らかにするものである。アンケートなどの分析の結果、組織構
造タイプ、プロセス標準化レベル、ITインフラストラクチャマネジメントの成熟度、グローバルITマネジメントの成熟
度といった「状態」、および、それらの整合度合といった「状況」によって、IT投資効果が異なり、また、それらに応
じた「変革」プロセスが重要であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the structure of improving IT investment 
effect from the viewpoint of “condition” and “status” of the companies, and suitable 
“transformation” processes regarding “condition” and “status” of each company. From the analysis 
result of the surveys, it was shown that “condition” (e.g., organization structure type, business 
process standardization level, maturity of IT infrastructure, maturity of global IT management) and 
“status” (e.g., the alignment level of the items of “condition”) are the critical factors for 
effective IT investment. “Transformation” process, which is appropriate to the “condition” and 
“status”,is also the important factor for realizing effective IT investment.

研究分野： 経営情報

キーワード： 企業情報システム　IT投資効果　業務改革　事業とITの整合　組織構造タイプ　業務標準化レベル　グ
ローバルITマネジメント成熟度
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１．研究開始当初の背景 

 IT 投資効果に関連する研究については、IT

投資額に関してマクロ経済データとの分析
を行ったもの([Oliner1994]等)や、CIO の役
割に関する研究（[角埜 2006]等）、システム
開 発 の マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 研 究
([Wegmann 2003]等)などがある。また、IT

を伴う業務改革の効果を測るための IT 投資
後の業務のベンチマーク指標などの研究
([Persson 2006]等)もある。これらの研究に
よって、業種別の IT 投資の動向や、IT 投資
効果を一般的に高める要因のいくつかが明
らかになり、そのことによって、一般的な理
想像に向けてなすべきことが示されたり、成
熟度モデルの高いところを目指すような方
法論も研究されてきた。しかし、このような
方法論を参考にしてシステム導入を行った
にもかかわらず、システム導入や業務改革が
失敗した事例がコンピュータ関係の雑誌に
取り上げられることも少なくない。そのこと
によって、その事例で扱われた新しい IT ツ
ールが悲観的な見方をされることさえある。
システム開発方法論では、一般的になすべき
ことの規範や考慮点について述べられてい
るが、詳細については個々の企業やプロジェ
クトで検討するが前提であるものも多いの
が現状であった。 

 

２．研究の目的 

 上記に述べたような課題に対応するため
に、全ての企業が一つの方向性を目指すこと
(一般的な「あるべき姿」を目指したり、成熟
度レベルを上げること)を奨励したりしなが
らも詳細の方法については個別に検討する
ことを前提とするのではなく、本研究ではそ
の企業が置かれている「状況（選択した価値
基準や戦略を含む）」や、「状態（組織体制を
含む）」を考慮して、それに応じてどのよう
な「変革プロセス（IT 改革・業務改革）」を
選択することが効果的であるかを示すこと
を目的とした。なお、本研究においては、「状
況」は事業戦略と IT 戦略の整合取れている
かの状況および業務パフォーマンスの状況、
「状態」は事業戦略や IT 戦略や組織などの
状態、「変革プロセス」は、それぞれの「状
態」を考慮しながら「状況」をよくするため
の IT 改革や業務改革におけるタスクや変革
組織を指すものとする。 

 

３．研究の方法 

本研究では、[1]「状態」としての事業と IT

の整合性の実現要因の抽出、[2]「状況タイプ」
ごとの「変革プロセス」のタスクを効果的に
実現する方法に関する分析、および[3]古典的
なものも含めた欧米のＩＴ導入モデルの日
本企業へのあてはめなどの研究タスクを通
じて、IT 投資向上効果のしくみを分析するこ
ととした。 

[1]については、整合要因を抽出し、学会発
表③および成果論文⑨にまとめた。[2]につい

ては、全体のコンセプトと要素的な分析につ
いてまず、成果論文⑦にまとめた。[3]につい
ては、サーベイした関連文献の中から、古典
的モデルも含めた既存のモデルを過去の日
本企業のデータにあてはめてデータ分析を
行った（論文⑤⑥⑧）。これらの文献は、欧
米のモデルが中心であったため、その後、今
後研究を進めていくために、必要と考えられ
る文献のサーベイを新たに行った（学会発表
①および成果論文④）。具体的には、(i)欧米
以外の文献も含めた、より新しい文献 (ii)国
ごとの文化的要素も含めた研究結果に関す
る文献などである。新たな文献サーベイの結
果やインタビューの内容などもふまえて、[2]

に関して、新たな分析の枠組みを作り、より
多様化した組織構造パターンや、企業ごとの
海外進出パターンなどを考慮して、新しいア
ンケートデータ(業界団体から借りた調査デ
ータおよび本研究で実施したアンケート)の
分析を行った。その成果について、現在まで
に項番⑤の学会発表②および成果論文①②
③にて発表した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T-Task: Transformation task, T-Org.: Transformation Organization 

 
４．研究成果 
 本研究は、企業の組織構造や業務プロセス
の標準化度合などの「状態」と事業戦略との
整合（「状況」）およびその為の「変革」パタ
ーンの選択によって、IT導入効果に違いがあ
るかについて分析することであった。分析の
結果、組織構造タイプ、プロセス標準化レベ
ル、ITインフラストラクチャの成熟度、グロ
ーバル ITマネジメントの成熟度といった「状
態」、および、それらの整合度合といった「状
況」によって、組み合わせや整合度合によっ
て、IT投資効果が異なり、また、それらに応
じた「変革プロセス」が重要であることがわ
かった。単純な成功要因ではなく、それらの
組み合わせや整合度合が重要であることが、
わかったが、IT 導入成功要因についても、サ
ーベイの結果から、IT 導入の成功要因につい
てはエリアごとに異なった傾向があり、アジ
アや中東については、必ずしも欧米の成功要
因があてはまるわけではないこともわかっ
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た。（実施した主なタスクごとの成果発表に
ついては、項番 3に記載したとおりである。） 
これらの成果は、企業が IT 投資に関して

自社内の状況に応じたより効率的な意思決
定を実現することに寄与できると考えられ
る。今後は、企業内の「状況」「状態」だけ
でなく、将来的な時点も含めた外部の環境の
「状況」や「状態」との整合性の観点も含め
て、本研究を発展させていきたいと考えてい
る。 
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